
発熱・風邪症状のある研修・実習生の
行動フロー

発熱（37.5℃以上）
　or 
風邪症状
咳・痰・鼻汁
咽頭痛・頭痛
倦怠感・呼吸苦
味覚障害・嗅覚障害
目の痛み・結膜充血
嘔気/嘔吐・下痢

＊風邪症状は
「通常とは異なる」かどうかを
各自が判断すること

・解熱かつ発熱以外の症状が消失した
時点で受入職場の責任者に報告し、状
況確認のもと研修・実習可の指示を受
ける。

・症状が3日以上継続する場合は、再
度受診する。

＊研修・実習再開後3日間は感染対策
上、職場責任者は研修・実習内容や方
法に配慮し、健康観察を徹底する。

履歴；甲府共立病院新型コロナウイルス対策本部　2020年4/18作成　5/21・5/28改定承認　　
　　　2021年5/20改定承認　2023年3/14常務理事会改定承認　

来院前を含めて毎日、朝・夕一日2回体温測定と風邪症状の有無を確認して結果を「健康観察シート」へ記録しておく
フローに該当する場合で、休日・夜間の場合は、翌日の研修・実習日の朝に、受入れ部署の責任者に連絡する

研修復帰

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療所・病院のプライマリ・ケア初期診療の手引き version 3.0　2020年11月7日
職域のための新型コロナウイルス感染症対策ガイド　第4版　2020年12月25日　第6版2022年12月27日　

※発熱・風邪症状がある場合は新型コロナウイルス検査を行う

研修・実習生
受入職場の責任者

へ報告
・自宅の場合：
　自宅待機
・職場の場合：
　帰宅、または受診

当院の「発熱・感冒外来」
を受診する

・症状が軽ければ、土日を避けて平日日中
に受診する。
・受診する前に必ず救急外来・発熱外来へ
電話連絡する（当院で研修・実習中でるこ
とを伝える）

別紙①

学校へ報告


